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仙台市の文化財行政に対して、日頃から多大なご理解・ご協力をいただき、ありがとう

ございます。

当市には、悠久の歴史に育まれてきた文化財が数多くあります。中でも、いにしえの

人々の暮らしを知るよすがとなる遺跡は、約800か所にものばります。これらは、私たちの

たどってきた道を知ると同時に、将来のあり方を考えていく上で示唆を与えてくれる大切

な財産の一つです。当教育委員会といたしましては、市民の皆様のご理解とご協力を賜

りながら、これらの貴重な文化財を保存・活用し、次世代へと継承してまいりたいと考えて

います。

さて本報告書には、西公園 (桜ヶ岡公園)の再整備事業に先立ち、平成 20年度に実

施した桜ヶ岡公園遺跡第 3次調査の結果を収録しています。当遺跡は、近世の絵図に

よると伊達家家臣の屋敷地などに相当し、平成 19年度の試掘結果からも、近世遺構の

検出が予想されました。

今回の調査では、遺構の残存状況は良好でなかつたものの、近世の屋敷地であつた

ことを想像させる陶磁器等の遺物が発見されました。また、今回の調査地点は 1945年

(昭 和 20年 )の仙台空襲で消失した旧立町小学校の跡地でもあり、空襲時のものと思わ

れる熱を受け溶けたガラスや瓦が出土するなど、桜ヶ岡公園における土地利用の変遷等

を示す貴重な資料を得ることができました。

本報告書が、学術研究はもとより市民の皆様にも広く活用され、身近な地域の歴史を

知り、文化財への関心を高める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書刊行に際してご協力・ご助言をいただき

ました多くの方々に、心より深く感謝申し上げます。

平成 20年 12月

仙台市教育委員会

教育長 荒井 崇



例 言
1.本書は西公園再整備事業に伴う埋蔵文化財の第3次調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに、株式会社アーキジオが行った。

3.報告書の作成及び編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係主査 原河英二・文化財教諭 工藤慶次郎の指導のもとに、株

式会社アーキジオ伊藤雅和が担当した。

4。 本書の執筆は、原河英二、工藤慶次郎の責任のもとに下記の通り行った。

工藤慶次郎 第 I章第2節・第4節、第Ш章第3節

阿部将樹  第Ⅱ章第3節 調査区B、 No 2b・ 27・ 28・ 31

高野裕二  第Ⅱ章第 3節 No l・ 2・ 3・ 4・ V。 38

田中寿明  第Ⅱ章第3節 調査区A、 Nα 26・ 29・ 33、 第Ⅲ章第3節

伊藤雅和  その他

5。 調査と報告書の作成にあたり、下記の機関及び個人よりご協力を得た。記して感謝の意を表す次第である (五十音順)。

伊藤さやか氏 (石川県金沢城調査研究所)、 真壁俊一氏、吉田千沙子氏 (石川県金沢城調査研究所)

6.陶磁器に関する産地及び年代等の鑑定は、仙台市教育委員会文化財課仙台城史跡調査室 佐藤 洋が行った。

7.調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

8.色注記に記載している土色は、「新1振標準土色帖」 1/1ヽ 山・竹原 20041に基づいて記載した。

9.本書に用いた地図は、回土地理院発行の1:卿   『仙台北部』の一部を用いた。また、調査区配置図は建設局百年の杜

推進部公園課より支給された図面を基に作図した。

10。 調査の際の平面座標基準は、世界測地系平面座標第X系 を基にしている。

11.標高値は、東京湾平均海面高度 (■ P)を示している。

12.本書で用いた挿図の縮尺は、平面図及び土層図は1/ωを、遺物実測図は1ん と基本とした。

13.遺物の登録は種別ごとに行い、番号の前に以下の略号を付した。

F:軒丸瓦・丸瓦   H:その他の瓦   I:陶 器・土師質土器・瓦質土器   J:磁 器

N:金属製品 P:土製品 Q:骨角器 X:その他

14.本書で使用した遺構略号は以下の通りである。

SK:土坑 SD:溝跡 Ⅸ :性格不明遺構 V:ピ ット
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第 I章 はじめに

第1節 調査要頂

桜ヶ岡公園遺跡 (宮城県遺跡番号015621

宮城県仙台市青葉区桜ヶ岡公園地内

西公園再整備事業

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 調 査 係 主 査 原河 英二

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 調 査 係 主 事 大久保弥生

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課 調 査 係 文化財教諭 工藤慶次郎

株式会社アーキジオ 主 任 調 査 員 伊藤 雅和

株式会社アーキジオ 調  査  員 阿部 将樹

株式会社アーキジオ 調  査  員 高野 裕二

株式会社アーキジオ 調 査 補 助 員 田中 寿明

平成2Cl年 6月 16日 ～平成拗年 9月 12日

調査対象面積 L硼 ∬

調 査 面 積  7n心∬

第 2節 調査に至る経緯と経過

今回の発掘調査は、宮城県仙台市青葉区桜ケ岡公園地内における西公園再整備事業に伴い実施したものである。

桜ヶ岡公園 (西公園)は、明治 7年 (1874)につくられた、仙台市で最初の近代的な公園である (表 1)。

様々な催し物の会場や花見の行楽地などとして広く市民に親しまれてきたが、園内施設の老朽化や高速鉄道東

西線事業計画の予定路線内に入ることなどから、仙台市建設局百年の杜推進部公園課では、平成19年度から28

年度にかけて、段階的に再整備していくことにした。

これに先立つ平成15年度より、高速鉄道東西線事業計画に伴い、当教育委員会と仙台市交通局との間で本格

的な協議を行い、計画予定線内における周知の遺跡及び遺跡外の状況把握のために、確認調査及び試掘調査を

まず実施し、その結果を踏まえて本調査を進めていくことなどを確認した。

これを受けて当教育委員会は、西公園地区では、平成16年度に西公園駅 (仮称)隣接地の試掘調査を実施し

た。その結果、近世の遺構が存在する可能性を示す、近世から幕末・明治にかけての陶磁器・瓦類が出土した

ため、平成19年 1月 に「桜ヶ岡公園遺跡」として遺跡登録した。

平成19～20年には、高速鉄道東西線路線・西公園駅舎工事に伴う調査が行われた。 (第 1次調査)ま た平成19

年には、桜岡大神宮北側の旧野球場を中心とした公園整備に伴い、公園課と協議の上で、17か所・約171ど のト

レンチを設定して調査を行った。 (第 2次調査)その結果、絵図に描かれた近世の武家屋敷に関わるとみられ

る遺構 。遺物が検出され、本遺跡の遺構残存状態は概ね良好であると考えられた。

こうした流れを受けて平成20年度は、公園課と協議の上、旧野球場のうち掘削深度が撤 mを超える場所を調

査姑象とし本調査を実施することにした。なお掘削は、工事の計画掘削深度までとした。調査は平成20年 6月

16日 より、北側の調査区Aから開始した。以後小規模な調査区35箇所の調査を随時行いながら、南側 (桜岡大

神宮脇)の調査区B、 次いで東側 (西公園通側)の調査区Cと 調査を進めた。期間中、御譜代町の祭りや仙台七

夕花火祭の会場として旧野球場が使われたため、安全策を講じた上で調査を中断した。公園課 。文化財課によ

る立会いで埋め戻し状況等を確認した後、平成20年 9月 12日 に野外調査を終了した。
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第 3節 地理的環境

桜ヶ岡公園遺跡は、仙台市青葉区桜ヶ岡公園 (西公

園)内に所在する近世の遺跡である。地形的には広瀬

川によって形成された河岸段丘である中町段丘上と下

町段丘上に位置する。調査区の西側は比高差10m以上

の段丘崖となっており、この段丘崖が中町段丘と下町

段丘との境となる。今回の発掘調査対象地は全て中町

段丘上に位置し、標高は約44nlで ある。

桜ヶ岡公園遺跡は平成19年 (2007)に遺跡登録され

た遺跡である。平成16年の高速鉄道東西線建設事業を

契機として西公園駅 (仮称)隣接地の発掘調査が実施

され、調査区周辺に近世の遺構が確認されたことによ

る。

発掘調査は平成16年の第 1次調査より数えて、昨年

度の試掘調査を第 2次、今回の調査を第 3次調査とす

る。

第 4節 歴史的環境

近世―江戸時代―

慶長5年 (lGXl)、 初代仙台藩主伊達政宗によって仙台城縄張りが行われ、翌慶長 6年 (1∞1)か ら築城が開

始された。仙台城下の土地利用については、残されている詳細な絵図からその変遷を知ることができる。そこ

で絵図を元に今回の調査姑象地となる中町段丘上での変遷を概観する (第 2図)。

正保 2'3年 (16も 。1646)の奥州仙台城絵図は屋敷地が表現された現存する最も古い絵図である。調査地

は全て「侍屋敷」として表現されており、西側に規模の大きな方形の2区画と東側に道路に面した南北に長い

区画が記載される。この南北に長い区画については、以降の絵図では小割された地割りが記載されることから、

小規模な屋敷の表現は省略されているようである。

寛文 4年 (16641の 仙台城下絵図では、西側の大きな2区画の北側に「伊達安房殿」、南側に「片倉′卜十郎」

と記載される屋敷地と、東側には短冊形に小割りされた小規模な7区画の屋敷地力¥己載される。伊達安房とは、

亘理 2万 4千石の亘理伊達家で、伊達政宗の叔父である伊達実元を祖とし、代々「藤五郎」の通り名と「安房

守」の官位を称し、藩の家格は一門衆である。

元禄 4・ 5年 (1∞ 1。 1∞2)の仙台城下五筐多卜絵図では、寛文 4年仙台城下絵図で「片倉小十郎」の屋敷は

廷宝 5年 (16η)に川内に移転しており、その後に入った「津田民部」の名前が記載される。東側の小規模な

区画は6区画に減少している。

宝暦 。明和年間 (1巧1～ lη2)の仙台城下絵図では、「津田民部」の屋敷は「古内要人」の屋敷となり、東側

の小規模な区画は、 5区画へと更に減じ、北より2番目と3番目の屋敷の間に道が表現される。

天明 6年・寛政元年 (1786～ 1789)の 仙台城下絵図では、伊達安房の屋敷地が東側へと一部拡張する他はほ

ぼ共通した表現で記載される。

安政 3～ 6年 (1856～ 1859)の安政補正改革仙府絵図では、東側の小規模な区画は姿を消し、「伊達藤五

郎」 。「古内左近介」・「大内縫殿」の3つの屋敷地へと再編されている。

第1図 桜ヶ岡公園遺跡位置図
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以上が江戸時代の桜ヶ岡公園遺跡内の様相であるが、東側の小区画が頻繁に再編されたのに対し、亘理伊達

家の屋敷地は少なくとも寛文 4年以降、江戸時代を通じてその位置を踏襲しており、幕末にかけて東側の小区

画の屋敷地を取 り込んで東側へと拡張していった状況を示す。また、『伊達治家記録』によると、寛永11年

(16341に伊達安房宅より出火があり肴町に類焼していることから、正保 2・ 3年の絵図に記載されている侍屋

敷についても亘理伊達家の屋敷地であったと考えられる。

近代～現代―明治～昭和―

戊辰戦争を経て、明治 8年 (1875)宮城県が伊達安房・古内左近介 。大内縫殿の3邸を収容し、桜ヶ岡公園

として整備した。それより前の明治 5年 (1872)に は伊勢堂山 (現在の青葉区千代田町)から現在地の北東に

神明宮 (現・桜岡大神宮)が移転、明治19年 (18861和 洋料理店の握翠館建設、明治27年 (18941立町高等尋

ミふ学校 (現・仙台市立立囁小学校)力萌 工移転、昭和 3年 (1928)に は東北産業博覧会の第 2会場として使

われるなど、桜ヶ岡公園は様々な役害Iを果たしてきた。昭和20年 (196)7月 10日 の仙台空襲で園内のほとん

どの施設が焼失後、集回公営住宅地として利用されたこともあり、一時公園としての機能を失っていた力業 そ

の後の戦災復興都市計画によって公園として再生され、現在に至っている。

周辺の遣跡 (第 3図 )

桜ヶ岡公園遺跡の周辺には、仙台城跡、川内A遺跡、川内礎 跡、経ケ峯伊達家墓所などの遺跡がある。

仙台城跡 (第 3図 4)は青葉山丘陵の縁辺部及び広瀬川の東側段丘上、標高40～ 1判mに立地する城郭で、別

名「青葉城」とも称される。これまでに本丸石垣の解体修復や二の九跡 。三の九などの発掘調査が行われてい

る。

本丸石垣解体修理では、 3時期の石垣の変遷が明らかにされており、 I期が元和 2年 (16161の 地震により

損壊した築城期、Ⅱ期が正保 3年 (1646)や 寛文 8年 (1668)の地震で損壊した石垣、そして現存するⅢ期の

石垣は基部の整地層出土遺物により17世紀第3四半期のものである。

本丸の北東に位置する二の九跡の調査では、元4・R年間 (1688～ 17041の 二の九北側の西屋敷を取り込む大規

模な拡張工事や文化元年 (18041の 落雷による殿舎の復旧工事などの文献記録を裏付ける盛土や焼土・炭層な

どが検出されている。

三の丸跡の調査では、下層より当初あったとされる伊達政宗の屋敷跡と考えられる小規模な礎石建物や池跡

が確認され、上層からはその後「蔵屋敷」や「御米蔵」との絵図の記載を裏付けるように屋敷地の区画溝より

米俵に付けた荷札が多く出土している。

高速鉄道東西線建設事業に伴い調査が行われ、新しく登録されたのが川内A遺跡 (第 3図 2)と川内B遺跡

(第 3図 3)である。平成16年には川内A遺跡を、平成20年 には川内B遺跡をそれぞれ新たに遺跡登録した。川

内A遺跡は、広瀬川流域の河岸段丘上に位置し、仙台城二の九 (現東北大学川内キャンパス)の北東にあたる。

平成17年 6月 から平成18年 1月 に行われた本調査では、建物跡や縄文土器 。近世の陶磁器などが発見されてい

る。また中町段丘面にあたり、上町段丘面に立地する仙台城跡 (二の丸北方武家屋敷跡)の東側に位置する川

内B遺跡では、平成16～19年度に実施した試掘調査で、縄文土器や武家屋敷跡と見られる礎石建物跡などが発

見されている。

経ヶ峯伊達家墓所 (第 3図 5)には、初代仙台藩主伊達政宗を祀った霊屋瑞鳳殿や、二代忠宗の霊屋感仙殿、

三代綱宗の霊屋善応殿などがあり、特に瑞鳳殿は江戸時代初期の桃山様式を伝えるものとして国宝に指定され

ていたが、昭和20年 (19も)の仙台空襲により、感仙殿 。善応殿と共に焼失した。昭和49～60年 (1974～ 19851

にかけて墓所の再建が行われ、その際の発掘調査では、三藩主の遺骸と共に、太刀や文箱、装飾品などの副葬

品が確認されている。
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、大内縫殿の3宅地5,447坪を

5月 建坪28坪の三階建て校舎を新築

4月  「琢玉小学校」と改称

「立町小学校」と改称、21坪2階建て校舎を増築し、肴町分校を廃止

劇場吉岡座を国内北部に建設→後、松島座と改め東一番丁へ移転

本校舎内に商業夜学校を設ける 9月「立町尋常小学校」と改称和洋料理店握翠館を園内南部に建設

3月 市会で立町小学校を公園地内大神宮境内に移すことを決議 1月 19日夜 火災により焼失

にて簡易商業学校 (現仙台

7月 10日 大空襲により桜岡大神官と朝鮮館等を残して焼失、
7月 10日 仙台空襲により焼失

第1表 桜ヶ岡公園と立町小学校の変遷
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第Ⅱ章 調査の成果

第1節 調査区の設定

調査地は桜ヶ岡公園内に位置し、2.5m× 25mを基本とする小規模な調査区35箇所と規模の大きな調査区3箇

所の計38箇所が調査対象地となる。これらの調査区にはNЛ～惧o認までの調査区名が付与されており、この番

号に従った。ただし、規模の大きな調査区は便宜上北側より調査開始順に調査区AN駐 )、 調査区B ttdl)、

調査区C(ITo.23)と した。また、街灯やハンドホール・樹木の植栽など既設の構造物と調査位置が重複或いは

隣接するため調査不可能であったり、弱電用ケーブルや水道管などの埋設物を確認したため、その部分を掘り

残した調査区があった。調査はバックホウにより近代以降の整地土や撹乱を除去し、近世整地土上面まで掘削

を行った。近世整地土上面で遺構検出を行った後に工事掘削深度まで更に掘削を行った。なお、工事掘削深度

まで掘削したものの近代以降の整地土や撹乱を確認したのみの調査区については、第 3節での図面の掲載は省

略した。

1  2  3  4  5  11  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

リッド配置図

第 2節 基本層序

今回の調査区における基本層序は、近代以降の整地土、掘り込み等は全

てI層 として一括し陸)、 近世の整地土をⅡ層、以下、段丘の形成に伴うと

考えられる黒色粘土質シルトをⅢ層、明黄褐色粘土質シルトをⅣ層、黄褐

色礫層をV層 とした。Ⅱ層を確認したのは調査区C及倒No.14・ 21・ 27の 4

地点のみである。それ以外の調査区では旧立町小学校や西公園野球場など

の基礎により著しく削平を受けており、昨年度の 2次調査とは異なりⅡ層

の残存状況は良くなかった。Ⅱ層を確認した調査区の基本層序は第 6図の

通りである。

層

　

層

Ⅱ

　

　

Ⅲ

V層
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第6図 基本層序 (模式図 )



第 3節 各調査区の遺構 と遺物

調査区A(No.30・ 31・ 32)(第 7図 図版 1-1・ 2)

トイレ・給排水管設置計画に伴う調査である。調査区は東西弱血、南北は西側が雛血、東端が1寝血、中央は

40～5.Omの不整形な凹形で、調査面積は305∬である。調査対象地は旧立町小学校枝舎や西公園野球場の跡地

であることから、近代以降の撹乱が予想された。表土下M～0挽でⅢ・Ⅳ層に達し、Ⅱ層は確認できなかった。

Ⅲ層上面では、旧立町小学校校舎の基礎跡や西公園野球場に伴うコンクリート基礎、戦時中の待避所と思われ

る溝 (SX 3～ 7)な ど近代以降に構築されたものが大半で、近世に遡る遺構として土坑 1基と不明遺構 1基を

確認したのみである。その他、ピットなどの小規模な遺構や土坑などを数多く確認したが、SP14～ 16の ように

埋土が lb層 と共通することや、遺物が出土しなかったことから、近世と判断できたものは無い。

SKl(第 8図 図版 1-4～ 6)は F17グリッドに位置する。SP 8・ SD 9と重複し、罰mが最も古い。平

面形態は1.55m× 13Chの隅丸長方形で、土坑底部もlⅨ血×lυmと なっており開口部とほぼ同様の規模を呈す

る。壁面は北壁側は袋状にえぐり込まれており、西壁と南壁は垂直気味に立ち上がる。東壁は若干底部がえぐ

り込むように立ち上がる。埋土はSP 8'SP 9を 含め22層 に分層したが、SK lの埋土は12層 に分かれる。覆土

上位から底面にかけて多量の大小の礫が混入し、人為堆積と考えられる。遺物は最上面よりほば完形の土師質

土器皿が出土した他、陶器・鉄製品・銅製品の細片・漆器塗膜 。骨などが出土した。骨はいずれも獣骨と考え

られ、骨粉状のものやある程度体型が想定される状態の良好なもの、腐食して微畑化したものなど多様である。

骨片は、埋土中の各層より出土したが、特に底面から約αlm直上の22層上面よりまとまって出土した。脚部や

頭骨の一部が複数出土しており、二体以上の遺骸をそのまま埋めたものと考えられる。遺構の正確な時期・用

途は不明だが、土師質土器皿の出土より判断して近世と考えられる。

SX2(第 9図 図版 1-7)は F17グ リッドに位置する。平面形態はXh×∝hのほぼ円形で、深さは1,35m

である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、埋土は7層 に分かれる。黒褐色シルト～粘土質シルトを基調とし、小

型～中型の礫やⅣ層からの由来と考えられる明黄褐色土ブロックが多く含まれる。SX 2の周囲ではⅢ層は確認

できず、また遺構検出面ではバックホウの爪跡が確認されたことから、現代の削平を受けており、本来の掘り

込み面は上位からの掘り込みであり、当初の深さは1罰m以上と考えられる。井戸跡の可能性も考えられるが、

構築された場所より判断すると下町段丘面との段丘崖まで約8Clmであり湧水は期待できないこと、また、埋土

の観察では水を溜めるような桶等の存在やその抜き取り痕も確認できないことから、用途不明の土坑と判断し

た。出土遺物は認められず、帰属時期は不明である。

SX 3～SX 7(第 7図 図版 1-3)はEF20～ 23グ リッドに位置する。SX 3・ 6・ 7は北側、SX 4・ 5は南

側の一部を確認したのみで、調査区外へと続き、全体を確認した遺構は無い。平面形態は、幅0つ～1.lmの隅丸

長方形で、深さは0純～1,lmである。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、ほぼ全面が被熱により赤橙色に変色する。

埋土は遺構内の全体に多量の瓦が混入し、底面には炭化物と灰が堆積する。遺物は多量の瓦に混じって釘や鉄

線などの金属製品、ガラス片、碍子などが出上し、昭和20年の仙台空襲に関連するものと考えられる。また、

SX 2と SX 3・ SX 4と 勧

“

の間隔が芯々の距離で約3.6m、 SX 3と SX 4。 SX 5と SX 6の間隔が約52mと なって

いることから、 2基を1姑として計画的に配置されたと考えられる。

遺物はSK lの ように遺構に伴って出土した他は、バックホウによる表土除去あるいは遺構検出時などI層 よ

り出上したものが大半で、近世～近代の磁器・陶器・瓦質土器・ガラス・金属製品などが出上した (第21図

73～76)。
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第7図 調査区A(No 32)・ No.30・ 31・ 33 平面図・断面図
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団  Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

圏 V層 (黄褐色礫層 )

□ 近現代構造物

0
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④

Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

V層 (黄褐色礫層)

卿 図 調査田ヽSX2平面図・断面図

調査区B(No.11)(第 10図 図版2-1～ 4)

排水管設置計画に伴う調査で、調査区は幅Xh×長さ800mで くの字に折れ曲がり、調査面積は80∬である。

桜ケ岡大神宮と桜ヶ岡公園との境に位置する。当初計画では、フェンスに沿って調査区が設定されていたが、

調査の安全を確保するために、公園課との協議の上、フェンスから約05mの控えを取り北側へと調査区を移設

した。

バックホウにより表土下04m～0,8mま で掘削を行い、一部でⅢ層を確認したが、調査区の大半は近代以降の

撹乱がⅢ層を掘り込んでおり、Ⅱ層は確認することが出来なかった。また、U5。 S10'14グ リッドでは、弱電

用ケーブルを確認したため、この部分を避けて調査を行った。

S15グ リッド以東では、工事掘削深度となる表土下1.Omま で掘削を行ったが、Ⅱ層以下を確認することは出

来ず、近代以降の撹乱が更に続くことから、これ以上の掘削は行わなかった。調査区の西側～中央付近にかけ

て数基のピットや土坑を確認したが、全て近代以降である。

遺物は「仙台市公会堂」 。「大正 4年 11月 奉賀御即位記念」 。「メヌマポマード」などの記念名や製品名、

「瀬3041 。「岐51狙 など統制番号の入った磁器・陶器・ガラスがI層 より出土した他、S12グ リッドでは調査

区北壁でI娼を切る土坑よリガラス片や金属製品と共に多数の稲荷狐の土製品 (第22図 77'78 図版 9)が

発見された。これらの遺物に混じって、近世の磁器や陶器・瓦質土器が少量出土した。

剛

□

□

國

ｏ

卜 、＼_″ 夕遺構名 層位 土 色 土 性 備 考

1
10YR3/1
黒褐色土

ンル ト 焼土粒微量含む

SX2 2 ］維
ンアレト 1～ 3cmの 小礫を少量含む

3 ］無
シル ト

小～大礫を少量含む、Ⅲ層ブロッ

クー部含む

4
10YR3/1

黒褐色土
ンル ト

小～中礫 をやや多 く含む、Ⅲ層
府・ ブロック努畳合 )|

5
10YR3/2

黒褐色土 粘土質シル ト
小～中礫 を多量含む、1～ 5cm大 の

地山由来の砂管ブ ロック多量合す,

6
10YR3/3

黒褐色土 粘土質シル ト小～大礫多量含む

SX2 7
10VR2/1
黒色土 粘土質 シル ト細礫 を多 く含む

-12-



ケーブル 鞄

ｍ
　
　
※
Ｆ

‐

境

意
翔

4■ 20m Ali

|

44 20m一

44 20m一

IE I層 (未掘削)

(平成19年度調査 4T)

In

(平成19年度調査 3T)

/~~~~~

|

44 211m一

圃  V層 (黄褐色礫層 )

□ 近現代構造物

0                                                  4m

1/60

解

第10図 調査区8(No。 11)'No 12・ 13平面図・断面図

Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

層位 土 色 上性 備考 層位 土 色 土性 備考

10YR3/1

黒褐色
粘質土 整地上

10Y R2/1

黒褐色
シルト 小礫を微量含む

2 5YR6′
明黄褐色

砂質土 整地土
10YR2/1

黒色色
ンル ト 炭化物粒・小礫少量含む

Ic
10Y R4/1

掲灰色
シァレト 整地上

10Y R2/乏

黒褐色
ラクレト ′〕蝶 を微量含む

10Y R2/2
黒褐色

シァレト 整地土
10YR3/3

暗褐色
粘土質シル ト

I
10Y R4/4

褐色
ラクレト

10YR4/
褐灰色 粘土質シル ト

10Y R4/1

褐灰色
シァレト 焼土粒 を少量含む

10YR2/t
黒褐色

シブント

10Y R6/6
明黄褐色

シァレト
10Y R2/1
黒褐色

ランフレト 近代～現代の撹乱一括

-13・ 14-



囲
コンクリー ト基礎

I層 (未掘削)

Ⅱ層 (未掘削)

囲

□

4420m蜻

士

―

―

一

Ih

｀

三二:三!::≧i:FttEEF= [と  
「

~:こ

:~:こテ
デ

|

44 20m――

中・一・一・】・中・一・一

・一・一・一，一・【一

7-1

露 Ⅲ層 (黒色壮土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

園 V層 (黄褐色礫層)

□ 近現代構造物
0                                                  4m

1/60

層位 土 色 土 性 傭 考 層位 土 色 土性 備 考 層 位 土 色 土 性 備 考 層 位 土 色 土 性 備 考 層位 土 色 土 性 IFB考

Ia 2 5Y3/2
黒褐色

粘 質 土 水道管の埋土、戦後 Ig 2 5Y4/3

「
リーブ褐色」

ングレト 良く締まる Im 柳競
粘質土 染少量含む 25Y3/1

里 楊 魯 粘質 土 央化物少 量含 む SP17-1
25Y5/2
暗灰黄色 粘 土質シル ト径 1～ 3cm程 度の小礫多量に含む

Ib 2 5Y5/1

黄灰色
粘質土 野球場整備 に伴 う盛土 Ih 10YR4/1

褐灰色
粘質土 調査 区の全体に認められ る

立町小学校 に伴 う整地層か
2 5V4/2
暗灰黄色

粘質土 Ih層 よ りも硬 く締 ま る
SXl-1
SX20-1

25Y4/2
暗灰黄色

シル ト 瓦廃棄層 SD14-] 拗翻
粘土質

径3～ 5cm大 の礫少量、

炭水物微量含む

Ic
5Y6/4

オリーブ黄色 砂質土 コン ク リー ト廃 棄層 、戦後 Ii
25Y5/1
黄灰色 粘質土

Ih層 を切 り、立町小学校基礎
により切 られ る 貝多 く含む 箭魏笹 砂質土

SXl-2
SX20-2

7 5YR2/1
黒色

ンル ト 側壁被熱 によ り明赤色化、
瓦廃葉層

SK18-】
25V4/2
暗灰黄色 粘土質シル ト径 1～ 8cm程 度の小礫多量に含む

Id 2 5Y4/2
暗灰黄色

粘質土 炭化物少量含む、一部に被熱 Ij 10YR4/2

灰黄褐色 粘質土 炭化物少量含む Ip
2 5Y4/2
暗灰黄色 粘質土 SK15-1

2 5Y3/2
黒褐色

粘質土 S(18-2 2 5Y3/2
黒褐色

粘 土質 シル ト SX3 1層 よ りも暗 い

10YR4/2
灰黄褐色 粘質土 Ik 柳鞭

粘質 土 lj層 よりも明るセ
10YR4/2

灰黄褐色
粘質 土 Ih層 よ りも明 る V SK15-2

2 5Y3/2
黒褐色 粘質土 ■層プロック多量含む SK19-1 獅畿

粘 土質 シル ト 炭化物微量含む

2 5Y3/1

黒褐色 粘土質シル ト炭化物微量含む I]
5Y3/2

オリーブ黒色 粘質 土
2 5Y7/6

明黄褐色
粘質 土

Ⅱb層粒状に含む

,K8以 南で断続的に認 められ る
SP16-1 拗畿

粘土質シル ト SD19-2
2 5Y3/2
黒褐色

粘土質シル ト

第11図 調査区C(No 23)平 面図・断面図
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調査区C(No.23)(第 11図 図版 3-1・ 2)

トイレ給排水管設置計画に伴う調査である。南】阻玉血、東西は南北両端が∝血、それ以外が狙血の凹字状の

調査区で、調査面積は200∬である。北側では表上下∝施でⅢ層を確認したのに対して、南側では約1{ぬで一部

Ⅲ層を確認した。Ⅱ層はKグ リッド以南では調査区西壁において断続的に確認することができ、南側へと緩や

かに傾斜する。調査区南端の断割りで確認したⅡ層とは0伍の比高差となる。

調査区Cの工事掘削深度は0飩であることから、∝れを超えるK認 。望グリッド以南では一部の遺構掘削を行

ったのみで、それ以外については遺構検出までに留めた。これにより、K・ L34・ 35グ リッドではⅡ層を、

M艶 。35以南ではI層 を検出した。

遺構は近代以降のものが大半であり、近世の遺構はK33・ 34グ リッドで溝 1条と土坑 6基、G・ H34グ リッド

で土坑 1基と溝 1条を確認した。これらは18世紀後葉～19世紀初頭のものと考えられる。

SXl(第13図 図版3-8)は M35グ リッドで検出した。幅1.lm～ 13m、 長さ配血以上で調査区外へと続く。

壁面はほぼ垂直に立ち上がり、被熱により赤橙色に変色する。埋土は遺構内の全体に多量の瓦が混入し、底面

には蓬状の炭化物と灰層が堆積する。SX lの北側21mでは撹乱及び樹木の根により撹乱されたもう1基の性格

不明遺構を東壁で確認した (第11図 A3-A4間 土層図参照)。

SK2～ 7(第11図)はN34。 35グ リッド周辺で検出した方形土坑である。一辺05～∝�四方のやや不整形な

方形土坑で、 I層中で確認した。SK 7は SX lに切られる。これらの土坑のうち、SK 2・ 4～ 6に は前後関係

がある。工事掘削深度まで達していたため、SK 2・ 3・ 4のみ掘削を行った。埋土はいずれも2～ 3層 に分か

れ、遺物は磁器・陶器・ガラス・貝などが出土した。いずれの上坑もゴミ捨て穴と考えられる。特にSK 4か ら

の出土遺物には、底部に「十六年 五冒」「公園 六百」と判読できる墨書がされていた (第22図  80～ 82

図版 8)。

SK8～13(第 12図 図版3-3)は K34グ リッド、SD14と 未掘削のⅡ層整地土との間で検出した土坑群であ

る。SK10。 ■のようにX施×∝～0伍の長円形の土坑や、SK 8。 9・ 12・ 13の ように遺構全体を確認したもの

は無いが、一辺がI血を超えるような規模の大きな土坑がある。深さは明～∝れで幅があるが、いずれもV層

に達する。埋土は黒褐色～黄灰色粘質土と近似しており、明確な切り合いの差異を見出すことは難しい。未掘

削のⅡb層整地土とも近似する。SK 8は Ⅱ層整地土に切られる。性格は不明であるが、土坑の埋土がいずれも

近似することから、同時期或いは短期間に営まれたと考えられる。遺物は磁器や陶器・土製品などが出土した

(第2図 92・ 第23図 951。

SD14(第 12図 図版 3-3。 4)はJK33・ 艶グリッドで検出した。平面規模は幅随～0.5m、 深さ03～Oh

で、調査区外へと続く。Ⅱa層 を切る。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。断面は平坦な底面より丸みをも

って立ち上がる。SD14と SK 8～ 13の間には径mm前後、深さαlm～もれ の小規模なピットを8基確認した。柵

列などの可能性もあるが、ピットの間隔は不揃いである。遺物は出土しなかった。

SD15(第 13図 図版3-5～ 7)はH33・ 艶グリッドで検出した。平面規模は幅αE血～0。7m、 深さ07mで、

調査区外へと続く。SK16に切られる。断面は垂直に立ち上がり、埋土は褐灰色粘質土の単一層である。遺物は

出土しなかった。

SK46(第13図 図版3-5～ 7)はG・ H艶グリッドで検出した。平面規模は南北1.5m以上、東西1.5m以上、

深さ0挽で調査区外へと続く。底面は平坦でV層に達し、断面は緩やかに立ち上がる。埋土は4層 に分かれる。

遺物は4層 を中心として、瓦質土器・瓦・土師質土器などが出土した (第23図 941。

遺物は上記遺構より出土した他はI層 より近世～近代の磁器 。陶器・土製品 。鉄製品などが出土した (第23

図 l② 。
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鞄

4380m娼

4&20m聾当

4330H蛤

凡例

■ Ⅲ層

□ Ⅳ層

□  V層

0

SP20-1

(黒色粘土質シル ト)

(明 黄褐色粘土質シル ト)

(黄褐色礫層)

伴

4350H当 43Ю
“嶋                饉

2m

層位 土 色 土性 備 考 層位 土色 土性 備 考

25Y5/1
苦 庶 4T

粘質土 野球場整備 に伴 う盛土 SK10-1
2 5Y3/2
黒褐色 粘質土

10YR4/1
粘質土

調査区の全体に認め られ る SK12-1 獅翻
粘質土

25Y7/6
朗 苦 楊 魯

粘質土
Ⅱb層粒状に混入、
SK51以商で断締的に認められ る

SK13-1
25Y3/2
黒褐色

粘質土

2 5Y3/よ
粘質土 炭化物少量含む SI114-1

2 5Y3/2
黒褐色 粘質土

径3～5cn大 の礫少量、
炭化物微量含む

SK8二 1
25Y3/1
黒褐色

粘質土 Ⅱb層 と共通 す る SP20-1 2 5Y3/1
黒褐色

粘質土

SK9-1
2 5Y4/1

黄灰色
粘質土

第12図 調査区C SK8～ 13・ SD14平 面図・断面図
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ド
蟹
停

層位 土 色 土性 備 考

柳鞭
粘質土 子球場整備 に伴 う盛土

I
10YR3/2
黒褐色

皓土質シル ト 月黄褐色土粒多量含む

2 5YR4/2

暗灰黄色
砂質土 莞化物微量含む、ガラス片含む

SD15-1 10YR4/1
粘質土 月黄褐色土粒 との互層

SK16-1 10YR5/4
こぶい黄褐荏

シル ト

り難
２
灰

粘質土 ,D421層 粒多量含む

SK16-〔
5Y4/1

灰黄褐色
粘土質シル I 夫化物少量含む

SK16
10YR4/2

灰黄褐色
シァレト SK26 1層 粒状に少量含む凡例

田 Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

円 V層 (黄褐色礫層 )

□ 近現代構造物

1/40

鞄

ド
罫
士

‐
―
―
―
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ミ

土色・土質は注記第 11図 参照

第13図 調査区C SXl i SD15・ SK1 6平面図・断面図
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調査区No.1

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積はXh× 2Ch(40∬ )である。調査区内に公園の案内板が設置されて

いたことから、案内板及びその基礎を撤去した上で調査を行った。バックホウにより表土下12mま で掘削を行

つたがⅡ層は確認できず、調査区の南側には歩道に伴うアスファルト基礎、東狽1に は西公園の旧歩道に伴うコ

ンクリート製の排水溝が埋設されていた。埋土は全て近代以降の堆積である。遺物は出土しなかった。

調査区No.2

ハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は2.Om× 2.CXn(40∬ )である。バックホウにより表土下H血

まで掘削を行ったがⅡ層は確認できず、調査区Nα lと 同様に西公園の旧歩道に伴うコンクリー ト製の排水溝が

埋設されていた。埋土は全て近代以降の堆積である。遺物は出土しなかった。

調査区No.3

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は2.Clm× 須れ (櫛∬)である。表土下1硫1ま でバックホウにより掘削

を行ったがⅡ層は確認できず、埋土は全て近代以降の堆積である。調査区の東側には、弱電用ケーブルが埋設

されていた。遺物は出土しなかった。

調査区No.4

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は20m× 2.Om(40ゴ)である。バックホウにより表土下∝血まで掘削

を行ったがⅡ層は確認できなかった。調査区のほぼ全面にコンクリー ト基礎や瓦礫が残され、また、壁面崩落

の危院隆があったため、それ以上の掘削は行わなかった。埋土は全て近代以降の堆積である。遺物は近世～近

代の磁器が少量出土した。

調査区No.6

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は郷m× 20m(40笛 )である。表土下1.5mま でバックホウにより掘削

を行ったがⅡ層は確認できなかった。埋土は全て近代以降の堆積である。調査区の東側には、弱電用ケーブル

が埋設されていた。遺物は近代の「□陽飲料株式会社」銘のガラス瓶や瓦が出土した。

調査区No.9(図版 4-1)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は20× 2飩 (蠅ど)である。バックホウにより表土下1.5mま で掘削を

行ったがⅡ層は確認できなかった。埋土は全て近代以降の堆積で、ビニールやプラスチック片を含む。
・
遺物は

近世～近代の磁器・陶器が少量出土した。

調査区No.12・ 13(第 10図 )

街灯及びハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は5.llln× Xh(1∞∬)である。調査区Bと は一部調

査区が重複する。バックホウにより表土下腑mま で掘削を行い、西端でⅢ層を確認した。埋土は全て近代以降

の堆積であり、Ⅱ層は確認できなかった。Ⅲ層上面で 6基のピットを確認したが、埋土は全て I層 と共通する

ことから近代以降のものと考えられる。また、調査区北西では風倒木跡と考えられる不整形な落ち込みSX 4を

確認した。遺物はNЛ2よ り近代の磁器が出土した。

調査区No.14(第 14図 図版 4-2)
ハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は2飩×Ж血 (40∬)である。入力により表土下0伍まで掘

削をしたところ、北側で弱電用セフテイライン埋設テープを確認したので、この部分を避けて調査区の南側の

みを表土下1.5mま で掘削し、Ⅳ層を確認した。Ⅳ層上面東側でⅡ層の落ち込みが見られた他、調査区西壁では

I層の掘形とⅢ・Ⅳ層を確認した。 Ig層 中にはプラスチックやガラス片を含むことから、現代の掘 り込みと

考えられる。また、西壁では埋土の特徴より判断してⅡ層の可能性のある堆積 Ⅱa層 を確認した。遺物は出土

しなかった。
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層 位 土色 土性 備 考

柳弟
粘土質シル ト電気管掘 り込み覆土

聰攀
砂 公園整備 に伴 う整地層

I ω癖
砂 睦地層

期勒
粘土質シル ト整地層

I 岬銘
粘土質シル ト

If ］』
シル ト質砂

径2～ 10cm大 の礫少量含む、

呻弟
シル ト質砂

径2～ 10cm大 の礫少量含む、
経コ層

柳鶉
砂質土 攪乱層

呻攀
粘土質 シル ト
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凡例

□ Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

翌 V層 (黄褐色礫層 )

0                         2m

1/60

第14コ 調査区臨 14・ 21平面図・断面図
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層 位 土 色 土性 備 考

ψ
艤

砂 公園整備 に伴 う整地層

2 5Y4/2
粘土質シル ト墜地層

柳鵡
粘土質シル ト Ibよ りも粘性強い、整地層

］韓
粘質土 匿地層

10YR3/1
里 綴 名

粘質土 捷化物・焼土少量含む、整地層

10YR3/3
粘質土 鷲化物・焼土少量含む、整地層

10VR3/2
粘質土

Ⅱcよ りも粘性強い、径5～ 10cm大

の礫多量含む、整地層



調査区No.13(図版4-3)

分電盤設置計画に伴う調査で、調査面積はXh×Ж血 (40だ)である。計画位置が桜岡夫神宮の参道上とな

ることから南側へと変更した。人力により表土下12mまで掘削を行ったところ、調査区北側で弱電用セフティ

ライン埋設テープを確認したので、この部分を避けて調査区の南側のみを表土下Xれまで掘削し、V層を確認

した。埋土はすべて近代以降の堆積であり、Ⅱ層は確認できなかった。遺物は近世～近代の磁器・陶器・瓦な

どが出土した。

調査区No.19

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は駆血×Xh(如∬)である。計画位置が桜岡大神宮の参道上となる

ことから南側へと変更した。人力により表土下12mま で掘削を行ったところ、調査区北側で弱電用セフティラ

イン埋設テープを確認したので、この部分を避けて調査区の南側のみを表土下15mま で掘削したが、Ⅱ層には

達しなかった。埋土は全て近代以降の堆積である。遺物は近世～近代の磁器 。陶器・瓦質土器などが出土した。

調査区No.20

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は受血×1.8m(3.跡ど)である。計画位置が桜岡大神宮の参道上とな

ることから南側へと位置を変更し、また調査地に隣接して電柱や樹木 。ハンドホールなどがあるため、他の調

査区よりも調査面積を縮小した。人力により表土下0,8mま で掘削を行ったところ、調査区内の全体で弱電用セ

フテイライン埋設テープを確認したため、それ以上の掘削を行わなかった。埋土はすべて近代以降の堆積であ

り、Ⅱ層は確認できなかった。遺物は出土しなかった。

調査区No.21(第 14図 図版4-4)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は2髄メ 2Ch(櫛∬)である。バックホウにより表土下皓まで掘削を

行い、Ⅱ層を確認した。H層上面で遺構は確認できなかった。バックホゥにより表土下受血までⅡ層を掘削し

たが地山には達せず、確認のため調査区北側の一部を更に掘削した結果、表土下27mで V層を確認した。H層

の堆積は1,9mに及び、埋土はⅡa～ Ⅱd層 に分かれる。遺物はI層から近世～近代の磁器 。陶器、コ層からは近

世の磁器・陶器・土師質土器・瓦質土器・銅製品 。べっ甲製品など多種・多量の遺物が出土した (第18図  1
～第21図 681。

調査区No.22(図版4-5)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は愛血×25m(磁5∬)である。バックホウにより表上下0前まで掘削

を行い、Ⅲ層を確認した。Ⅲ層までの堆積はすべて近代以降のものであり、Ⅱ層は確認できなかった。Ⅲ層上

面ではピット1基と不明遺構 1基を確認した。SP lは時期不明、SX lは近代以降と考えられる。

SPlは径∝�のやや不整形な円径で深さ∝血である埋土は黒褐色粘土質シルトの単一層である。

SXlは南北1.lm以上、東西粥m以上で調査区外へと続き、深さ0血である。埋土はI層 と同質で壁面は垂直

に立ち上がることから調査区AのSX 3～ 7や調査区CのSX l・ 20と共通する遺構の可能性があるが、壁面の被

熟による赤橙色化や底面の炭化物の地債は認められない。

遺物はSX lよ り土師質土器と鉄製品の細片が出土した。

調査区No.24(図版4-6)
ハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は笈血×25m(65� )である。バックホウにより表土下貶h

まで掘削を行い、北側でV層 を確認した。北から南に向けて傾斜し、南側では表土下1.61nま で掘削を行った。

V層までの堆積はコンクリート基礎や鉄筋が埋設されているなど全て近代以降の堆積であり、Ⅱ層は確認でき

なかった。遺物は出土しなかった。
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□

圃

ｏ

Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

V層 (黄褐色礫層)

ｘ
＝
と

Ｏ
ω
】
０
例

層 位 土 色 土性 備 考

【a
10YR3/4 シァレト 現代整地層

Ib
10YR3/8

ラ/ル ト 炭化物・焼土微量含む

l

10YR3/1
ンル ト 径 1～ 10cm大 の撰少量含む

10YR3/2

黒褐色
シル ト

SPl-1
10YR3/2

粘土質シル トⅦ層粒状に少量含む

SXと -1 10YR3/沼

暗褐色
ンル ト 径 1～ 3cm大 の礫少量含む

SXl-2
10YR2/3

粘土質シル ト径 1～ 3cn大 の礫少量含む

SX2-1
10YR3/4

暗褐色
ンル ト 炭化物・焼土微量含む

SX2-2
10YR2/1

ンル ト Ⅳ層ブ ロック少量含む

SX3-1
10YR2/1

星 魯
粘土質 シル トⅣ層ブロック少量含む

SX4-1
10YR3/1

シル ト

SX4-2
10YR3/2

黒褐色
シル ト 炭化物微量含む

SX4-3
10YR2/2

シル ト

SX4-4
10YR3/4
]喜猫鶉魯

シァレト ミ褐色土ブ ロック微量含む

Ｘ
＝
―
ド
Ｏ
ω
卜
０
〕

層 位 土色 土 性 備 寿

Ia
10YR2/1

黒褐色
粘土質シル ト 目気管掘 り込み覆土

10YR7/1
砂 目気管掘 り込み覆土

Ic
25Y5/1
者 旺 魯

粘土質シル ト ≧物基礎

Id
2 5Y5/1

砂礫 垂1～ 3cm大 の礫多量含む

Ie
10YR4/2

灰費褐色
粘 土質 シル キ 墜地層

If
10YR7/4

こぶい黄橙亡 砂 礫
至1～ 3cn大 の礫 多量含 む 、非 常 に

硬く締 ま る、整 地層

10YR3/2

黒褐色
ンル ト 墜地層

SPl-1
10YR3/2

黒褐色
七土質シル ト

SPl-2
10YR4/3

1ぶ い黄橙迄
宅土質シル トⅣ層ブロック少量含む

-23-



調査区No.25(第 15図 図版4-7)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は2飩1× 2.飯ュ徹0∬)である。バックホウにより表土下α3mま で掘削

を行い、Ⅲ・Ⅳ層を確認した。Ⅲ層は調査区南東側に一部残るのみで、検出面の大半はⅣ層に達する。Ⅲ・Ⅳ

層上面までの堆積はすべて近代以降のもので、Ⅱ層は確認できなかった。Ⅲ・Ⅳ層上面ではピット2基及び浅

い落ち込み4基を確認した。すべて近代以降の遺構と考えられる。

SPl・ 2は径約∝血のやや不整形な円径で、深さ約0.5mで ある。埋土は単一層である。SP lは SX 4よ り新

しヤヽ。

SXl～ 4は調査区の東西両端で検出した浅い落ち込みである。埋土はいずれもI層 と共通する。

遺物は出土しなかった。

調査区No.26(第 15図 )

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は2.Om× 20m(如∬)である。バックホウにより表土下翻随まで掘削

を行い、Ⅲ層を確認した。Ⅲ層上面までの堆積はすべで近代以降のもので、Ⅱ層は確認できなかった。調査区

北西隅は、弱電用ケーブル埋設に伴う掘り込みにより撹乱を受ける。Ⅲ層上面ではピット1基を確認した。SP

lの帰属時期は不明である。

SPlは径約0.3mの 円形で調査区外へと続き、深さ0前である。埋土は2層 に分かれる。上部が弱電用ケーブ

ル埋設に伴う掘り込みによって削平されることから、本来の検出面は更に上部と考えられる。

遺物は出土しなかった。

調査区No.27(第 16図 図版4-8)

街灯設置計画に伴う調査で、調査再債は須ぬ×ZCh(40∬ )である。バックホウにより表土下1」随まで掘削

を行い、コ層を確認した。Ⅱ層上面で遺構検出を行ったが顕著な遺構は確認できず、調査区東狽Iで一部Ⅱa層

の断害よりを行い、北東側への落ち込みを確認した。遺物はI層 より近世～近代の磁器 。陶器、Ⅱa層 より近世

の磁器・陶器・瓦質土器が出土した (第21図 71)。

調査区No.23(図版5-1)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積は2CIIn× Xh(蠅ど)である。バックホウにより表土下1.5mま で掘削

行ったが、Ⅱ層は確認できなかった。埋土は全て近代以降の堆積である。遺物は近世～近代の磁器・陶器・鉄

製品などが出土した。

調査区No.29(第16図 図版5-2)
ハンドホール設置計画に伴う調査で調査面積2Clm× 別mmど )でぁる。バックホウにより表土下1.5mま で

掘削を行い、V層を確認した。V層までの堆積はすべで近代以降のものである。V層上面では土坑 2基を確認

した。いずれも近代の上坑と考えられる。

SKlは Wh以上X13mの不整形な土坑で調査区外へと続き、深さX血である。埋土は3層 に分かれる。

SK2は∝h× 0伍以上の不整形な土坑で調査区外へと続き、深さ01mである。埋土は単一層でSK l-2層 と

共通する。

遺物はI層 より近世～近代の磁器・陶器・ガラス、SK lよ り近世～近代の磁器・陶器、SK 2よ り近世～近

代の陶器が出土した。

調査区No.30・ 34(第 7図 )

分電盤及びハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は50m× 20m(1∞∬)である。調査区Aと は一

部調査区が重複する。調査区No.30で は表土下0,7m、 調査区No.31で は表土下13mでⅣ層を確認した。Ⅳ層まで

のお債はすべで近代以降のものである。調査区Цo訥ではコンクリート基礎及び旧立町小学校のものと考えられ

る基礎を確認した。遺物は出土しなかった。
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凡例

園 Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

MV層 (黄褐色礫層)

9 ,1..1     2m
1/60

∞
卜
蛉
Ｎ
＝
労

期
Ｅ専
尊

層 位 土 色 土 性 備 考

Ia
10YR3/1

黒褐色
粘土質 シル ト植樹に伴 う掘 り込み

10YR5/1
砂 整 地層

10YR3/4
隣 拐 れ

粘土質シル ト径2～ 10cm大 の礫多量含む、整地層

Id
10YR3/2

シル ト 炭化物微量含む、整地層

Ie
10YR3/1
里 楊 魯

粘土質シル ト木の根 による攪乱層

If
10VR2/2

粘土質シル ト 型紙摺絵 の染付 出土

10YR2/1
粘土質 シル ト瓦質土器蚊遣 り出土

層位 土色 土性 備 考

Ia
10YR4/2

シル ト質砂 公園整備に伴 う整地層

Ib
10VR2/1

鼻 i 砂
ビニール含む、公園整備に伴 う

Ic
10YR4/2
産 苦 親 葎

皓土質シル ト 整地層

Id
10YR6/4

こぶい黄橙進
シル ト質砂 整地層

le
10YR5/4

こぶい黄笹t
シル ト質砂 瓦廃葉層

If
10YR3/3
暗 協 魯

シル ト質砂 径5～ 10cm大 の礫少量含む、攪乱層

10YR3/3
暗 協 魯

省土質シル ト 径5～10cn大 の礫少量含む、攪乱層

Ih
10YR3/2

具褐色
七土質シル ト Ⅳ層粒微量含む

Ii
10YR3/3

暗褐色
佑土質シル ト 11層 に近似

Ij
10YR3/2

黒褐色
皓土質シル ト 径 1～ 10cm大 の礫少量含む

10YR3/1

黒褐色
帖土質シル ト

10YR3/3

暗褐色
省土質シル ト

10YR6/6

明黄褐色
七土質シル ト 11層 との互層

SKl-1
loYR3/4

階褐色
省土質シル ト 黒褐色土粒 と褐色土粒の混不口層

径 1～ 3cm大 の礫少量含む

S(1-2
10YR3/1
塁 協 tr 省土質シル ト

SKl-3
10YR2/2

黒褐色
喘土質シル ト 径 1～ 5cn大 の礫多量含む

S(2-1
10YR3/1

黒褐色
佑土質シル ト Ⅵ層粒多量含む
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調査区No.33(第 7図 図版5-3)
ハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は25m× H施 徹75∬)である。バックホウにより表土下0翫

まで掘削を行い、Ⅲ・Ⅳ層を確認した。Ⅲ層は部分的であり、調査区の大半はⅣ層となる。Ⅲ・Ⅳ層までの堆

積は全て近代以降の堆積で、Ⅱ層は確認できなかった。Ⅲ・Ⅳ層上面では3基のピットを確認した。すべて近

代以降と考えられる。

SPl～SP3は各醒～∝血の円形で、深さ骸～0箭である。埋土は全て黒褐色粘質土の単一層で、調査区Aの

Ib層 と同質である。

遺物は出上しなかった。

調査区No.34・ 35(第 17図 図版5-4)
ハンドホール・街灯設置計画に伴う調査で、調査面積はなれ×Ж血 偲o∬)である。バックホウにより表土

下1.lmま で掘削を行い、Ⅳ層を確認した。Ⅳ層までの堆積は全て近代以降のもので、Ⅱ層は確認できなかった。

Ⅳ層上面では集石遺構 2基、ピット4基、不整形な落ち込み 2基を確認した。いずれも近代の遺構と考えられ

る。

SKlは 1.lm以上×α7mの不整形な土坑で調査区外へと続き、深さα5mである。径拗～40cm大の粗割りした礫

の集積が認められるが、配置の規則性は認められない。埋土は単一層である。

SK2はMm×∝h以上の不整形な土坑で調査区外へと続き、深さ図mである。土坑内に径飾 ほどの礫が置

かれる。礫は頂部が比較的平坦なため、建物の基礎の可能性がある。埋土は3層 に分かれ、小礫を多く含む。

SP3～ 6は径約∝～も血 のやや不整形な円形で深さα3～0訥である。埋土は褐灰色粘質土の単一層である。

SX 7～ 8は調査区外へと続く不正形な落ち込みである。深さ0.1～∝血でSX 7は SP 6に切られる。埋土は I

層と共通する。

遺物はI層 より近世～近代の磁器・陶器が出土した。

調査区No.37(第 17図 図版5-5～ 7)

ハンドホール設置計画に伴う調査で、調査面積は2.Clm× Жh(如∬)である。バックホウにより表土下07m

まで掘削を行い、Ⅲ層を確認した。Ⅲ層までの堆積は全て近代以降のもので、Ⅱ層は確認できなかった。Ⅲ層

上面では土坑 3基を確認した。全て近代以降の土坑である。

SKlは 1.Om× ∞mの方形土坑で、深さ0.3mで ある。土坑の輪郭に沿って厚さ3～ 5mmの長方形板材を釘留

めにより組み合わせる。

SK2は0血以上×

“

m以上の上坑でSK lに切られ、深さα7mである。埋土は2層に分かれる。

SK3は蒟血以上×Xh以上の不整形な土坑で、深さК血である。埋土は5層 に分かれる。

遺物はI層 より近世～近代の磁器・陶器・ガラスなどが出土した他、SK l木枠内より鉄製品、おはじきや瓶

などのガラス製品、猪と考えられる獣の顎骨が出土した。

調査区No.38(図版5-8)

街灯設置計画に伴う調査で、調査面積はЖ血×2Clm(櫛∬)である。調査区N弼7の西側に隣接する。バック

ホウにより表土下α7mま で掘削を行い、Ⅲ層を確認した。Ⅲ層までの堆積は全て近代以降のもので、Ⅱ層は確

認できなかった。Ⅲ層上面では、ピット3基と不整形な土坑 1基を検出した。遺構内から遺物は出土しなかっ

たが、調査区N翻7と 遺構検出面の標高は同一であり、また埋土も近似することから、いずれも近代の遺構と考

えられる。

SKlは0翫×0訥のやや不整形な長方形の土坑で、深さ∝血である。埋土は暗褐色粘質土の単一層である。

SP2～ 4は径陀～饂mの円形のピットで、深さ磁～0駈である。埋土は暗褐色～黒褐色粘質土である。

遺物は近世～近代の磁器・陶器などが出土した。
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第17図 調査区陥y,35・ 37平面図・断面図

凡例

翻 Ⅲ層 (黒色粘土質シル ト)

□ Ⅳ層 (明 黄褐色粘土質シル ト)

囲 V層 (黄褐色礫層)

♀ .I. 1     2m
1/60

声

4500m銘

④わ
∞
ぐ
ミ
＝
＞赳

X=-193100

ゴ
ＰＲ
尊

層位 土色 土 性 備考

Ia
10YR6/1

褐灰色
粘土質シル ト径5～ 15cm大 の礫多量含む

Ib
10YR5/1

粘土質 シル ト炭化物少量含む

Ic
10YR4/2

灰黄色
粘土質シル ト径5～8cm大 の撰多量含む

Id
7 5Y4/3

褐色
粘土質シル ト炭化物・ 赤褐色土粒多量含む

Ie
75Y3/1
黒褐色

粘 土質 シル ト 炭化物少量含む

rf
10YR2/1

黒色
粘土質シル ト 夷化物少 量含 む

10YR4/1

褐灰色
冶 土質 シル ト 暗褐色土 と明黄褐色土 との互層

2 5Y8/2

灰白色
砂

Ii
10YR2/2

黒褐色
粘土質シル ト径 1～ 2cm大 の礫少量含む

SKl-1
2 5Y8/2

砂

SK2-1 2 5Y3/2 砂 SXl lと 同質

S(2-2
25Y3/1
黒褐色

粘土質 シル ト径5～8cm大 の礫多量含む

SK2-3
2 5Y8/6

黄色
粘土質シル ト赤褐色土粒 と黒褐色土粒の混和層

層 位 土色 土性 備考

Ia
10YR3/2
黒褐色 粘土質シル ト 現表土

Ib
10YR3/2

灰自色 砂 公園整備に伴 う整地層

I

10YR5/6
黄褐色 粘土質シル ト

Id
10YR3/1
具褐色

粘土質 シル ト ガラス片含む

I
10YR4/2

とぶい黄褐t 粘土質シル ト 炭化物微量含む

If
10YR8/2

灰 白色
シル ト質砂 自色土粒少量含む

Ig
10YR4/1

褐灰色
粘土質シル ト

SKl-1
10YR5/2
灰黄褐色

粘土質シル ト SXIの 堀方SX2を 切る

SK2-1
10YR5/2
灰黄褐色 粘土質シル ト SX3を切る

SK2-2
10YR5/1

粘 土 粘 土プ ロ ック

SK3-1
10YR3/1
黒褐色 粘土質シル ト 炭化物微量含む

SK3-2 10YR4/2
灰黄褐色

粘土質 シル ト SX3 1・ SX3 3層 ブロックの混和層

SK3-3
10YR4/3

こぶい黄褐t
粘土質 シル ト 炭化物微量含む

10YR5/2

黒色
粘土質シル ト 褐灰色粘土ブロック多量含む

SK3-5
10YR4/1

灰褐色
粘土質シル ト 径 1～ 5cm大 の礫少量含む

‖

|
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第Ⅳ章 まとめ

第 1節 近世 ―江戸時代 ―

今回の第 3次調査では、桜ヶ岡公園遺跡内の中町段丘上の縁辺部を中心として調査を実施した。調査区A・

Cな どでは旧立町小学校校舎や西公園野球場に伴う土地の改変が著しく、その他の調査区についても近代以降

の土地の改変により当該期に遡る堆債や整地土、出土遺物や切り合い関係により遺構を明確に把握できたのは、

調査区Aの SKl、 調査区Cの SK 8～ 13、 SD14・ 15。 SK16な どに限られる。

調査区CのSK 8～ 13、 SD14・ 15'SK16は 出土遺物より18世紀後半～19世紀代の遺構と考えられる。第2図の

絵図によれば、18世紀末段階では調査区Cは伊達安房家の拝領地とはなっておらず、小割りされた区画となっ

ていることから、区画を示す屋敷境の溝の可能性がある。

出土遺物は一部17世紀代に遡るものも認められるが、大半は18～ 19世紀代となる。今回の調査で最も古相を

示すのは調査区Aの旧立町小学校基礎跡及びその周囲より出土した瀬戸美濃 (第21図 74・ 図版 9出土遺物

(4)-1)で ある。全て志野或いは志野織部で一部に鉄絵を施す。いずれも細片で当該期の遺構に伴うもので

はなく2次的な移動によるものであるが、17世紀前葉を下限とする

各調査区の出土遺物 (第 4表)を見ると、全体的な傾向としては西側に移るほど遺物出土量は減少する。調

査区CやNα 21か らの出土が多く、特に調査区醜 .21は調査面積滅 ∬という僅かな調査区にも関わらず靱 点の

近世遺物が出土し、面積あたりの出土遺物量としては他の調査区を圧倒する。磁器は全体の約 4割に達し最も

遺物量が多く、いわゆるくらわんか手といわれる厚手の碗や皿が一定量含まれる。磁器の中には焼継されたも

のがある (第 18図 4や第22図91,93な ど)が、いずれも寛政年間 (1789～ 1801)1こ広まったとされる鉛ガラス

を用いたものである (財団法人 京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館 19∞ )。 このことから、第22図

93の皿などは約 1世紀に渡って伝世したと考えられる。また、特筆する遺物としては、調査区Cよ り出土した

中心飾りに縦三引両の家紋の入った軒平瓦 (第23図1021がある。簡略化された唐草の出現が桟瓦の出現以降と

考えられることや、第2図 より調査区Cが亘理伊達家の屋敷地となるのは19世紀以降であることから、この軒平

瓦についても亘理伊達家の屋敷地となった折に葺かれたものと考えられる。

第 2節 近代 ―明治・大正時代 ―

当該期の遺構として、調査区A東側及び調査区C西壁で確認した建物基礎跡がある。旧立町小学校校舎に伴

う基礎跡と考えられ、特にA地区では重複関係により、少なくとも2時期の基礎跡があった。いずれも1辺約

lm四方の方形の掘形で、約 1間の間隔で配置されている。掘形内には0.3～05m大の大型の礫を中心に据え、

その周囲にこぶし大程度の小礫を充填させる。切り合いのある新しい方の基礎には長方形のコンクリートブロ

ックを礎板として掘形の底面に据えたものもある。

当該期の遺物としては、調査区CのSK 4よ り「公園 六 百」「十六年 五 司」と墨書された徳利を含む

遺物が出土した (第22図79～841。 桜ヶ岡公園の開園となる明治 7年から立Hr/1・ 学校が建設される明治27年以前

の時代幅におさまると考えられる。この他、調査区Bを 中心として当時公園内に存在した「公会堂」銘の皿や、

大正天皇即位記念の皿などが出土した。

第 3節 現代 中昭和 ―

当該期の遺構として、調査区Aで 5箇所 (SX 3～ 7)、 調査区Cで 2箇所 (SX l。 20)を確認した。幅約 lm

前後、長さ約 4m前後、深さ約 lm前後の溝状に掘削された土坑で、被熱により壁面が赤褐色化しており、ま
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た埋土には多量の瓦等を廃棄するといった共通する特徴を有する。すべての遺構の壁面には相当量の可燃物で

赤褐色に被熱した痕跡がみられ、堆積物底部には炭化物層と灰層力可詈状にお債していた。また、土坑内に埋設

していた廃棄物は、その殆どが多量の瓦で、釘類、鉄線、陶磁器 (近
。現代)、 碍子、ガラス類等が混在して

堆積し、中には熱で溶解して変形したガラスが瓦に付着したものもあった。これらは、旧立町小学校佼舎の部

材である可能性が高い。

これらの土坑の性格については、次のような事実からも推測できる。昭和17年 (19421仙台市立立町国民学

校に入学した方の話によれば、 2年生 (昭和18年)の時に、北校舎 1階 (調査区Aに相当)の教室で勉強し、

教室のたたみ一畳程の尿板をはずすと、その下に「防空列 があったと言う。また、昭和18年 8月 1日発行の

「仙墓市公報第20Cl号」には、F必ず待避所を各戸に造りませう一敵機の空襲なんぞ恐るべき―」のタイトルで

「第五、国民學校防空待避所設置二開シ援助ノ件 (學務課提出) 現下の防空情勢に鑑み國民學校に羹ては全

児童職員を収容し得べき待避所設置を要することとなりたるが短期間内に完備せざるべからず然るに資材人夫

共に之を求むること困難なるの賃情なるを以って各学校保護者含及公曾等におて援助し速に完成し児童をして

些の不安なからしむ様特に配慮せられたし」という記事とともに、「待避所」の詳細な平・断面図が掲載され

ている。(第2b図)この平・断面図に描かれた待避所の形態や寸法は、調査区Aで検出された土坑に近似してい

る。

以上の事実を勘案すると、調査区Aの土坑は、所謂待避所であった可能性が高い。

第25図  待避所模式図
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第24図 桜ヶ岡公園平面図

調査 区名
近代以降 近 世

磁 器 陶器 土師管 十器 瓦管土器 ガラス 金属製 品 その杷 その他備考 亙菅十器 冷属製品 その仙 その l● 備考

A 71 15 1 0 7 瓦×3石 X4

74 1 1 6 瓦 ×6 0

C 15 豆×7硯 X2石 Xl貝 ×5 5 7 瓦 ×6上製品 × 1

5 0 0 0 0 0 0 0

0 1 瓦× J 0 0 0 0 0 0

3 1 0 0 0 0 0

No 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

3 0 0 1 1 0 0 1 瓦 × 1

0 1 0 0

4 1 Xlス レートXl 2 1 0 0 0

2 0 0 0 0 ,× 8餡甲X2

0 0 0 0 0 1 0 1 0

5 0 0 0 0 0 0

2 4 6 4 1 0 0 0

0 0 1 1 0 0 3 瓦×3

No 33 34 3 0 3 4 1 0 0 0

No 37 9 0 0 5 5 石×4レンガXl 0 0

No 38 8 3 1 0 0 0 0

第4表 調査区別出上遺物一覧表
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注

(1)第 2図で用いた地図は、今野印刷 1994『絵図・地図に見る仙台』及び豹

“

 『絵図・地図に見る仙台第二輯』の一部

を転載・力H筆 したもので、東側の公園通りが水平になるように角度を変更し、大通りと広瀬通の幅を基準に縮尺を合わ

せた。

(2)郷07年 に実施した第 2次調査では、近代以降の堆積について、 I靡葬 現表土、 Ib層 :グ ラウンド・公園の整備砂層、

Ⅱ層 :仙台空襲に関連すると考えられる瓦礫・焼土層、Ⅲ層 :旧立W/Jヽ学校の造成に関係すると考えられる整地砂層に

細別を行っているが、今回の第 3次調査では調査範囲が 2次調査時よりも広く、特に調査区No l～ 9や

“

～38な ど旧

立町小学校からも距離があり、複数にわたる整地層が確認できるなど、その全ての層を捉えることは困難であり、今回

の調査ではこれらを全てI層中に含めた。

引用・参考文献

今野印刷 19飩年『絵図・地図に見る仙台』
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菊地勝之助 p穆年 (昭和471『宮城縣郷上史年表』宝文堂
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写真図版





2全景 (東か ら)

1全景 (西 から) 3 SX6完 掘状況 (北から)

4 SKl遺 物出土状況1(南か ら) 5 SKl土 師質土器出土状況 (南から)

6 SKl遺 物出上状況2(南か ら) 7 SX2完 掘状況 (南から)

図版1 調査区A
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2S8～ S12グ リッド (西 から)

図版2 調査区B
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1全景 (南か ら) 2全景 (北から)

3 SK8～ 13・ SD14(市から) 4 SK8・ SD14土 層 (東から)

5 SD15'S(16 0て から) 6 SD15,SK16(司 ヒ西か ら)

7 SD15・ S(16土 層 (西から) 8 SXl土 層 (西か ら)

図版3 調査区C
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1調査 区No 9(北 か ら)

3調査 区No lS(西か ら)
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=ヤ
i      

・  ,導 ● ・

l費
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4調査 区No 21(南か ら)

5調査 区No 22(北か ら)

臀 丁 ■
6調査 区No 24(東か ら)

8調査 区No 27(東か ら)

図版4 調査区No 14～ 27

7調査 区No 25(東か ら)
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